
　あんずの里づくり
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　第５次総合計画は、めざす将来像と、その実
現のための戦略を設定しています。そして、こ
の戦略に添って７つの協働戦略事業が位置づけ
られています。あんずの里づくり構想は、「は
とやま再生・創造戦略」と「ふれあいと賑

にぎ

わい
づくり戦略」に横断的に取り組むもので、平成
23 年８月 11 日に「あんずの里づくり構想検討
プロジェクト委員会」が設置されました。
　そして２年。活動の概要は「広報はとやま」
でご紹介してきましたが、農園の数も増えたこ
とから、より多くのボランティアが必要になっ
てきています。

試
験
農
園
で
の
取
り
組
み
活
か
し

構
想
の
全
体
イ
メ
ー
ジ
や
組
織
化
を
展
望

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
は
、
平

成
23
年
度
に
５
か
所
、
24
年
度
に

６
か
所
の
「
試
験
農
園
」
を
開
設

し
ま
し
た
。
こ
の
11
か
所
の
農
園

に
町
有
地
、
町
施
設
を
含
め
、
合

計
で
６
２
０
本
の
苗
木
を
植
え
付

け
ま
し
た
。（
試
験
農
園
な
ど
の

位
置
は
下
図
の
と
お
り
。）

　

今
年
は
、
木
を
育
て
る
た
め

摘
蕾
（
て
き
ら
い
―
余
分
な
つ
ぼ
み

を
摘
み
取
る
こ
と
）
を
行
っ
た
た
め
、

あ
ん
ず
の
木
に
果
実
は
実
っ
て
い

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
試
験
的
に
実

ら
せ
た
木
で
は
、
左
㌻
上
の
写
真

の
と
お
り
、
実
を
付
け
ま
し
た
。

　

定
期
管
理
作
業
を
実
施

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
で
は

「
試
験
農
園
の
見
守
り
隊
」
を
組

織
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
夏
場

の
除
草
作
業
な
ど
は
、
見
守
り
隊

だ
け
で
は
実
施
が
難
し
い
状
況
で

す
。
ま
た
、
熱
中
症
対
策
も
必
要

で
す
。
そ
こ
で
、
５
月
か
ら
月
に

２
回
の
定
期
管
理
作
業
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

今年（３月～４月）に植栽した苗木も、枝が伸びてきました。
（７月４日の定期管理作業 ･･･ 大橋板谷農園）

11 農園に増えました

平成 25 年７月の「関口果樹園東側農園」。
元気に育っています。
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☆
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亀井小北側農園 

関口果樹園東側農園 
赤沼農園 

亀井分館南側農園 
梅沢運動場法面

テニスガーデン東側

関口果樹園東側第二農園

長命寺東側農園

泉井向第一農園

泉井向第二農園

★

★

笛吹峠南側農園

★

★

大橋宮ノ沢農園 

★

大橋板谷農園 

★

試験農園

平成24年１月～４月に
植栽した農園

平成25年３月～４月に
植栽した農園

※○印は町有地・町施設
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募集人数／ 10 人程度
応募期間／８月１日（木）～９月２日（月）
※土・日は除く。郵送は必着。
応�募方法／役場産業振興課又は役場東出張所

の窓口に備えてある応募用紙に必要事項を
記入し、前記へ提出してください。（郵送可）
問合せ／役場産業振興課　農業政策担当
　　　　296-5895

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要

　

定
期
管
理
作
業
は
、
み
ん
な
で

行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

作
業
は
効
率
的
に
実
施
で
き
ま
す

が
、
現
在
の
委
員
数
で
は
、
11
か

所
の
農
園
の
除
草
作
業
を
一
度
に

実
施
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
来
年
の
夏
は
果
実
の
収

穫
作
業
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、「
あ
ん
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
と
し
て
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

参
加
い
た
だ
く
こ
と
が
、
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
で
は
、

あ
ん
ず
果
樹
園
の
管
理
や
、
加
工

品
の
製
造
・
販
売
な
ど
を
担
う
組

織
の
育
成
に
向
け
た
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
も
「
地
域

の
元
気
臨
時
交
付
金
」
を
活
用
し

て
果
実
の
保
存
や
加
工
試
験
が
で

き
る
施
設
の
整
備
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
、
よ

り
良
く
実
現
し
て
い
く
う
え
で
も
、

「
あ
ん
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
充

実
は
不
可
欠
で
す
。

　

町
を
象
徴
す
る
果
実
に

　
「
あ
ん
ず
の
里
づ
く
り
」
に
向

け
た
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
、
こ

の
８
月
で
２
年
に
な
り
ま
す
。

　

当
初
は
、
鳩
山
町
の
土
壌
や
気

候
で
は
、
あ
ん
ず
栽
培
は
難
し
い

と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
委
員
の
熱
心
な
取
り
組
み
と

関
係
者
の
ご
理
解
に
よ
り
、
６
２

０
本
の
苗
木
の
植
栽
を
実
現
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

は
、
農
薬
使
用
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
こ
と
が
、『
鳩
山
産
あ
ん
ず
』

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
お
り
、
東
松
山
農
林
振
興
セ

ン
タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
、
生
物
的
防
除
剤
を
中
心
に
、

慎
重
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
「
鳩
山
を
象
徴
す
る
果
実
が
ほ

し
い
」
…
こ
れ
は
多
く
の
町
民
の

共
通
の
願
い
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
願
い
の
実
現
の
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

試験的に実らせた「あんず」

試験農園…

「
あ
ん
ず
」
　
元
気
に
育
っ
て
い
ま
す

平成24年２月に実施した「関口
果樹園東側農園」での植栽作業

1 年半後

募集します。「あんずボランティア」

委員会の活動概要
年月日 内容

23年６月６日
広報はとやま６月号、鳩山町ホーム
ページで「あんずの里づくり」ボラン
ティアの公募開始

23年７月８日 委員会設置要綱制定（町）

23年７月11日
委員会設置要綱第３条第２項に係る
委嘱委員の推薦依頼

23年８月１日
委員を委嘱（委嘱委員15人、ボラン
ティア委員７人の計22人）

23年８月11日
委員会設置要綱の一部改正（町）

委員会（第１回会議）

23年８月31日
委員会設置要綱の一部改正（町）

委員会（第２回会議）

23年９月６日 委員会灌
か ん

木
ぼ く

植栽管理部会（第１回会議）

23年９月22日 委員会（第３回会議）

23年10月13日 委員会（第４回会議）

23年11月10日 委員会（第５回会議）
23年12月８日～
24年４月13日

試験農園植え穴準備作業：６日間

24年１月27日～
24年４月13日

試験農園植栽作業：４日間

24年４月20日 委員会（第６回会議）

24年５月25日 委員有志による剪
せ ん て い

定勉強会（実習）

24年５月～ 10月 試験農園の除草作業：10日間以上 

24年９月20日
あんずの里づくり構想検討における
法人化に向けた職員視察研修を実施

（２法人：事務局職員４人）
24年９月21日 委員会（第７回会議）

24年11月１日

広報はとやま 11月号で、委員会の
取組状況を紹介し、「あんずボラン
ティア委員」及び「試験栽培用地」の
公募

24年12月19日 あんず剪定等講習会

24年12月27日
試験栽培防寒作業（平成23年度事業
分のみ）

25年１月１日
プロジェクト委員（ボランティア委
員：３人）を追加委嘱

25年２月１日 委員会（第８回会議）

25年２月～３月
試験農園植え穴準備作業：５日間・６
か所

25年３月27日
25年４月４日

試験農園植栽作業：６か所

25年５月２日～ 管理作業を定期化（毎月第１・３木曜日）

注）�あんずの里づくり構想検討プロジェクト委員会を
　 「委員会」と省略。年月日の年号「平成」は省略。


